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インクルーシブ DAY 結果報告書 

 
実施日 令和５年９月 17 日（日） 天候 晴れ 最高気温 34.8℃（富山市秋ケ島） 
運営スタッフ ７名 内容 児童指導員の配置、クイズラリー、シャボン玉遊び、 

バランスボールやフラフープの貸し出し 
参加者 100〜150 名程（子ども 50 名程）、障害児 10 名程（外観や行動の様子で把握） 
取材 ＮＨＫ、富山テレビ、北日本新聞、富山新聞、北陸中日新聞 
当日の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日差しが強い真夏日であり、滑り台等は熱くあまり使用できなかったが、クイズラリーやシャボン
玉、バランスボール等で遊ぶことができた。 
「チラシを⾒て、サポートしてくれるなら来ようと思った」という発達障害の兄弟の⺟親や「遠いので
このようなイベントのときに来た」という砺波市の障害児の保護者がいた。その他にダウン症や自閉症
の子どもがいた。車椅子等の身体障害や医療的ケア児は一人もいなかった。障害児は１割ぐらいいた
が、健常の兄弟もいるので、家族単位で⾒ると２，３割が障害児のいる家族だったと思う。 
 シャボン玉遊びは人気があり、障害児と健常児が一緒になって遊んでいた。遊具は暑くてあまり遊べ
なかったので、シャボン玉遊びのみが交流の場となっていた。 

 
今後の課題 

 

・来場者が多くなかったので運営に支障はなかったが、来月以降はスタッフの数を増やした方が良い。 
また遊具の場所で全体を⾒渡す係を１名、順番待ちが生じるブランコにも１人配置した方が良い。 
・自閉症の子どもが運営用の備品に興味を持ち、勝手に触ったり、投げたりすることがあった。触られ
ないようにするため、出しておく備品は最小限にする、箱に入れて隠す等の配慮が必要だった。 
・シャボン玉が吹けない子がいたので、他の遊びも用意した方が良い。 
・保護者がサポートして欲しいときに、スタッフに声を掛けやすい仕組みが必要である。受付でサポー
トが必要か確認するか、もしくは「気軽に声を掛けてください」と表記する等。 
・障害児の利用をどのように把握するのか工夫が必要。ただ障害受容できていない保護者、あまり言い
たくない保護者もいるかもしれない。今回のように自らサポートが必要なことを伝えてくれる保護者
はあまりいないかもしれない。 

 

資料－１ 
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実施日 令和５年 10 月 29 日（日） 天候 雨のち曇り 平均気温 15.1℃（イベント時） 
運営スタッフ 11 名 内容 児童指導員の配置、クイズラリー、シャボン玉遊び、 

バランスボールやフラフープの貸し出し、 
ヘルプマークシールの配布 

参加者 50〜80 名程（子ども 30 名程）、障害児４名程（外観や行動の様子で把握） 
取材 北日本新聞（11 月 15 日掲載） 
当日の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 昼頃まで時折雨が降っており、午前は 10 名程しか来園しなかった。雨で遊具が濡れていたため、シ
ャボン玉遊びやクイズラリーを行った。昼頃に雨が止み、来園者が増え始め、遊具で遊ぶことができた。 

障害があると予想される子どもは 4 名で、発達障害と知的障害であった。チラシを手に来園した保
護者もいた。障害児は皆、イベントを知った上で来園しているようだった。運営スタッフの人員が多く、
且つ来園者が少ないこともあり、障害の有無を問わず子どもにマンツーマンのサポートができた。  
 今回からヘルプマークシールの配布を行ったが、希望者は一人もいなかった。ひろばを利用する子ど 
もが少なく、スタッフのサポートがあったので、シールを貼る必要性はなかったと思われる。 

 
今後の課題 

 

・ヘルプマークシールの周知方法を検討する必要がある。今回は来園者が少なく、需要はなかったが、
今後はたくさんの場所で掲示する等の工夫が必要。 
・雨が降っていてもシャボン玉遊びで楽しむことができた。シャボン玉の種類等を増やした方がもっ
と楽しめたかもしれない。 
 

富山大学 和田先生のご意見 

・現在のヘルプマークシールは、障害特性を他の人に理解してもらうメッセージが書かれている。これ
も大事だが、例えば「並ぶ順番を守らないときは、声を掛けてください」等の具体的な行動や配慮をお
知らするメッセージがあっても良いと思う。 
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実施日 令和５年 11 月 12 日（日） 天候 雨 平均気温 9.5℃（イベント時） 
運営スタッフ ５名 内容 児童指導員の配置、クイズラリー、シャボン玉遊び、 

バランスボールやフラフープの貸し出し、 
ヘルプマークシールの配布 

参加者 10 名（子ども５名程）、障害児０名程（外観や行動の様子で把握） 
取材 ― 
当日の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨のため３家族しか参加しなかった。３家族ともイベントを知らずに来園されたらしく、障害のある 
子は一人もいなかった。  

遊具が濡れており、水滴を拭いても直ぐに雨が降る状況だったので、遊具ではあまり遊ぶことができ 
なかった。クイズラリーとシャボン玉を楽しんでいた。  

障害児がいなかったので、ヘルプマークシールの使用はなかった。 
 
今後の課題 

 

・近隣にお住いの方でお子さんが新保小学校、新保こども園に通っているが、このイベントをご存知で
なかった。9 月に小学校とこども園にチラシを配布しているが、継続的な広報が必要である。  
・11 月は気温が低いので、ホット飲料の販売があってもよかったかもしれない。 
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インクルーシブ DAY アンケート結果 

 
【調査方法】：インクルーシブ DAY 参加者にアンケート調査用紙の記入を依頼 
【回答票】 ：9 月 17 日（14 票）、10 月 29 日（11 票）、11 月 12 日（３票）の計 28 票 
【調査項目】：①子どもの年齢 ②子どもの学校・施設名 ③イベント実施の認識 ④今後の希望や意⾒ 
【調査結果】 
 ①お子様の年齢は？  

 ０〜３歳 ４〜６歳 ７〜９歳 10〜12 歳 13 歳以上 
人数 ４名 11 名 17 名 ４名 ０名 

 
②お子様が通う学校名、施設名 

 【小学校】新保小学校（14）、光陽小学校（1）、宮野小学校（1）、神保小学校（1）、堀川南小学校（1） 
堀岡小学校（1）、太閤山小学校（1）、飛騨市古川小学校（1） 

 【こども園等】新保こども園（4）、くまのこども園（2）、太閤山あおい園（2）、城南もなみ学園（1） 
みやの保育所（1）堀川幼稚園（1）、婦中もなみ保育園（1）、飛騨市増島保育園（1） 

 
 ③このイベントを知っていましたか？ 
   はい：17 名  いいえ：11 名 
 
 ④今後、実施してほしいことやご意⾒ 
『実施してほしいこと』 
・ワークショップ等があればぜひ参加したいと思います。 
・縁日などのゲームなど。 
・今日のイベントの様に遊び道具が借りられたら良い。 
・暑い日は水てっぽうとか。 
・今日のようなクイズラリー。 
 
『施設に関して』 
・手を洗えるのがとてもありがたいです。 
・ブランコを増やしてほしい。 
・タワー、うんてい、鉄棒がほしい。 
 
『感想』 
・皆が楽しく遊べるような公園のイベントがあれといいなと思います。 
・今日みたいな楽しいイベントがあるとうれしいです。また参加したいです。 
・また来たいので配布待ってます。 
・古川など近くでもあればいいなあと。 
・たくさん遊んでほしい。 
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